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１．はじめに  

低レベル放射性廃棄物の処分では、地下水による核種移行を抑制するため、ベントナイトを内割りで 15％程度混

合する透水係数の小さな材料で埋め戻す計画がある。連続混合方式の回転式破砕混合装置（ツイスター）を使って

ベントナイト原鉱石と現地発生材から合理的にベントナイト混合土を製造する場合、ベントナイトの添加率および

混合土の含水比にバラツキが生じる。ベントナイトの粉体製品と購入砂をバッチ式ミキサで混合した場合にもメチ

レンブルー吸着量試験によって添加率を測定・算出するとバラツキが生じるが、ベントナイト原鉱石と連続混合方

式を採用することでさらにバラツキは大きくなることが予測された。そこで、覆土現場施工性試験(その１)1)で実際

のバラツキを調査し、本報では含水比およびベントナイト添加率のバラツキ、ならびに混合土の加水調整後の据置

き期間がベントナイト混合土の遮水性に及ぼす影響を調査した結果を報告する。 

２．試験概要  

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ母材（上層） 

ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞﾙﾄ 

ベルトコンベア上の材料供給方法ツイスター混合装置 

ベルトコンベア

加水

母材（下層）

(1) 使用材料 
母材にはその１1)と同様の現地発生土、添加材には米国産ボルクレイベ

ントナイト原鉱石(20-0mm)（以下、原鉱石という）を用いた。 
(2) 破砕・混合方法 
ベントナイト混合土の製造には、図-1 に示す回転式破砕混合装置（以

後、ツイスターという）を使用したプラントの一部を用いた。試料は投

入用ベルトコンベア上に下層から母材、ベントナイト、母材の順にサン

ドイッチ状に敷均し、その上から加水調整用の水を散布し、ベルトコン

ベアを稼働しツイスターに投入した。ツイスターのチェーン回転数およ

びチェーン本数は連続混合と同様に 900rpm、4 本×3 段とした。 

図-1 回転式破砕混合装置 
(ツイスター) 

(3) 試験方法 
15％および 30％ベントナイト

混合土では、図-2 に示すように

最適含水比がそれぞれ 21.8％、

25.6％、最大乾燥密度はそれぞれ

1.555g/cm3、1.464g/cm3である。 
遮水性を考慮し、15％および

30％ベントナイト混合土では、混

合土製造時の目標含水比をそれ

ぞれｗopt＋2.0％、ｗopt±0％に設定した。含水比の

数の関係を調査した。なお、透水試験試料（φ10cm
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ベントナイト添加率は、添加率が低下した場合に
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図-2 ベントナイト混合土締固め試験結果
バラツキの影響を検討するため、その前後の含水比と透水係

×12.7cm）は 1Ec のエネルギーで作製した。 
遮水性が低下するため、15％ベントナイト混合土では添加率 
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10.0，12.5，15.0％、30％ベントナイト混合土では添加率 20.0，25.0，30.0％の試料で添加率と透水係数の関係

を調査した。なお、透水試験試料（φ10cm×12.7cm）は 15％、30％ベントナイト混合土それぞれの最適含水比

で 1Ec のエネルギーで作製した。 
 30％ベントナイト混合土の加水後の据置き期間（0,1,2,7 日）後に 1Ec のエネルギーで締固めを行い、乾燥密

度、透水係数を調査した。 
３．試験結果および考察  

(1) 含水比と透水係数の関係 
 図-3 に示すように、15％および

30％ベントナイト混合土のいずれ

の場合にも通常の粘性土で認識さ

れていると同様に、混合土の含水比

が最適含水比を下回ると透水係数

が上昇することがわかった。 
(2) ベントナイト添加率と透水係数の関係 

係 
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図-4 に示すように、現地発生土単体では透水係数 3.56×

10-8m/s であったものが、ベントナイトの添加率の増加にし

たがって透水係数が低下することがわかった。目標透水係数

は 1.0×10-10m/s 程度であるので、施工時の変動等を考慮す

るとベントナイト添加率 12.5％程度は確保したい。 
(3) 混合土の加水調整後の据置き期間と透水係数の関係 

図-5 に示すように、ｗopt に調整した試料では据置き期間が

長くなると乾燥密度の低下がみられたが、ｗopt＋2.0％試料

では変化がみられなかった。一方、透水係数についてはｗopt

試料では図-6に示すように加水後７日間までは上昇はみられ

なかった。したがって、盛土施工に際し、加水調整後据置き

期間の影響は小さいものと考えられる。 

図-4 ベントナイト添加率と透水係数の関係 
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４．おわりに  
本試験とその１1)の結果から、ベントナイト混合土製造につ

いて得られた知見を以下に示す。 
① 含水比：連続水分計を使用した連続混合プラントの含水比

のバラツキは極めて小さく、15％および 30％ベントナイ

ト混合土のいずれの場合にもｗopt＋2.0％を目標として±

2.0％程度のバラツキは許容できそうである。 
係

② ベントナイト添加率：15％ベントナイト混合土の製造では、

目標透水係数を満足するためには施工時の変動等を考慮

して最低でも添加率 12.5％程度は必要である。 

③ 加水後の据置き期間：含水比をｗopt に設定した場合には、

７日程度までは透水係数に与える影響は小さい。 
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図-5 据置き期間と乾燥密度の関
図-3 ベントナイト混合土の含水比と透水係数の関
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図-6 据置き期間と透水係数の関係


